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年代別に差がなくなってきた「心の病」 

 

◆年代別にみる「心の病」 

日本生産性本部が実施している「『メンタルヘルスの取り組み』に関する企業アンケート調査」

（第 8回）の結果から、企業のメンタルヘルスに関する動向を見てみましょう。 

本調査は上場企業が対象となっていますが、中小企業にとっても参考となる内容です。 

 

◆最も多い年齢層は？ 

「心の病」の最も多い年齢層を見ると、「40代」「30代」がそれぞれ 35.8％、32.6％と 3割を上

回っています。これに続き「10～20代」が 27.9％、「50代以上」が 3.7％となっています。 

2010年までの調査では、「30代」が最も多く、次いで「40代」「10～20代」「50代」と続いて

いましたが、2012年の調査からは、「40代」と「30代」が多く、「10～20代」、「50代」と続い

ています。 

今回の調査結果では「10～20代」の割合がぐっと上がり、「10～40代」まで差がなくなってき

たのが特徴です。  

 

◆「心の病」の増減傾向とストレスチェック 

「増加傾向」24.4％、「横ばい」59.7％、「減少傾向」10.4％と、以前の調査からは「増加傾向」

は減少していますが、それと引き換えに「横ばい」が上昇しています。 

ストレスチェック制度については、受検者比率は 90％となっており、高ストレス者の比率は

10.3％となっています。これらは厚生労働省の公表している資料よりもそれぞれ高い数値となっ

ています。 

ストレスチェック制度の課題については、「集団分析結果の活かし方」（1 位）、「高ストレス者

への面接以外のフォロー」（2位）を挙げる企業が多くなっています。 

集団分析結果の活用状況をみると、実施事務局内での共有（86.8％）は行われていますが、職

場で実際に改善を行う立場にある所属長への報告が行われている企業は、半数以下（45.8％）に

とどまっています。 

 

◆調査結果からわかること 

上記のアンケート結果から、求められる仕事の量が増え、仕事の質も高くなり、今までに経験

したことのないような課題が増え、職場のストレスが増加している様子がうかがえます。 

また、別の調査（マンパワーグループ：職場でのストレス調査）ではストレス原因の第 1位と

して「上司との関係」が挙がっていますので、変化の激しい労働環境に柔軟に対応していくため

には、管理職の育成も必要なようです。 

  


